
第５号様式（第 11 条関係） 活動報告書 令和４年３月３１日

事業区分 ： 環境を守り次世代へつなげるための人材育成と地域

づくり

県補助金 ： ５００千円（総事業費４７５千円）

実施期間 ： 令和 3 年７月１日～令和４年３月 31 日

施行場所 ： 高知県内全域

高知県内に散在する自然史標本について情報収集し、広く県民に

啓発する活動を行った。得られた情報を基に普及啓発用のパネル

を作成した。作成したパネルの情報は、報道機関及びインターネッ

トを利用して広く発信するとともに、室戸世界ジオパークセンター、

高知みらい科学館、越知町立横倉山自然の森博物館、高知県庁

1 階ロビーおよび道の駅「ビオス大方」で巡回パネル展を開催して

広く県民に情報を発信することができた。また、得られた情報を高知県と共有して、今後の

高知県における生物標本保管活動について意見交換を行うことができた。

・多くの分野の生物標本が、高知県内には存在する。

・そのうちの多くが、近い将来どうなるかわからない。

・個人所有の人々の多くが、高知県に収蔵庫ができることを望んで

いる。

・ただし、収蔵庫（箱もの）だけが整備されても、管理活用できる人

材がいなければ、置き場所が変わるだけで、根本的な解決とはなら

ない。

・収蔵庫に加え、保管管理、活用できる人材の確保が重要。

・生物標本の収蔵保管、管理、活用できる人材がそろった施設がで

きれば、多くの方から多様な生物分野の標本寄贈が見込まれる。

「高知県が県立自然史博物館的な施設を設置した場合の協力の意思の有無」について

は、多様な生物分野の標本が寄贈、寄託および随時貸出などで多くの方から協力が見込ま

れることわかった。これから、その情報を高知県と共有するとともに、広く県民の皆様へ普及

啓発して、「高知県内の自然史科学標本について今後どのように扱って行けば良いのか」に

ついて、様々な立場、地域の方々と検討していこうと考えている。

事業内容

結果と分析

今後の取組に向けて

団体名 こうちミュージアムネットワーク
住所：高知県高知市追手筋 2-7-5 連絡先：088-871-1629 代表者：筒井秀一

高知県の自然史標本の情報を県民と共有するための事業

………………………………………………………………………………………………………

補助対象事業区分 ： 環境を守り次世代へつなげるための人材育成と地域づくり

事業概要

事業名

事業目的
高知県内に散在する自然史標本について情報収集し、広く県民に啓発することで、県民一人一人に

高知県の自然の記録の証拠となる自然史標本の今後の取り扱いについて考える機会を提供する。



第５号様式（第 11 条関係） 活動報告書 令和４年３月３１日

事業区分 ： 一般事業

県補助金 ： 22０千円（総事業費 ２２４千円）

実施期間 ： 令和３年１１月２９日～令和４年３月３１日

施行場所 ： 県内各地

公共施設やカフェ・レストラン等に無料で水道水を提供してもらう「給水スポット」の設置を働きか

け、協力してくれる店舗等には「給水スポット」であること分かる協力ステッカーを貼ってもらった。

まずは協力者を募るために、商工会議所や観光協会、繋がりのある飲食店等に直接伺い取り組み

の説明をしたり、SNS等を活用して「どのようなProject なのか？」「どうすれば参加できるのか？」を

分かりやすくまとめた動画配信を行ったりした。 【動画の内容：①ステッカーを見つけて店内に入店→

②マイボトルにお水を入れてくれる→③飲む(土佐清水市出身ツーライス大ちゃん出演)】

協力店舗等は、公式Instagramに店舗やその地域の魅力等を交えて掲載し、フォロワー数が伸び

てきた頃を見計らって、ストーリーやハッシュタグ等活用し、「水援隊」「給水家族」等の表現方法で高

知県民推しの発信をしていくようにした。

現在も活動継続中であるが、SDGs活動をしたいと考えている、または既に取り組んでいる企業様に

ご賛同いただくことができ、県内13０箇所以上に給水スポットを設置することができた。

当初は、「環境にいい事なので、きっとみんな参加してくれる」という考えがあり、直接チラシを手渡し

説明していたが、「検討します」との回答が多くSDGsとは何かの説明からする事もあり、県内にSDGs

が浸透していないと感じた。

県としてもまず「SDGsが何なのか」を発信し、周知してもらう事が先決ではないか。思います。

チラシのＱＲコードを読み取れば、mailやLINE等で申し込めるようにしてあったが、申し込み書を添

えて郵送する方法に変更。直接伺った店舗からの申込みが多くあり、いきなり郵送より直接会って説明

した意義があったと感じた。

今後はSDGs周知活動にも力をいれながら給水ヶ所を増やし、自発的に参加したくなるような魅力

ある啓発運動をし、エコアクションに繋がるよう登録店舗や企業様に「SDGs認証書」を発行し、促進

活動の意欲向上に努めると共に、環境保護活動を行って行きたい。

事業内容

結果と分析

今後の取組に向けて

一般社団法人 ooki beach
住所： 土佐清水市大岐 2030 番地３ 連絡先： 090-3475-2949 代表者： 岡田 崇

みずいろ高知 BLUE project
………………………………………………………………………………………………………

補助対象事業区分 ： 地球温暖化への対策、自然環境を守る取組

環境を守り次世代へつないでいくための人材育成と地域づくり

事業概要

事業名

水道水を提供してもらう給水スポットを県内に増やし、ペットボトルの消費を減らして

環境負荷を低減し、「どこでも水が飲める、汲める街づくり」を推進していく。



第５号様式（第 11 条関係） 活動報告書 令和 4 年 2 月 28 日

事業区分 ： ステップアップ事業

県補助金 ： 200 千円（総事業費２０１千円）

実施期間 ： 令和４年１月１３日～令和４年２月２８日

施行場所 ： 甲浦湾及び甲浦地区公民館

専門家による潜水調査及び講演会を２回実施し、ブルーカーボンの

仕組みや、ブルーカーボン生態系を活用した産業構造について学んだ。

①「ブルーカーボンとは？ 地球温暖化防止への課題と甲浦湾の藻場

がもつ可能性」（2/15、講師：島袋寛盛氏、参加者：２１名）

講演会では、海藻群落である「海の森」が様々な水中生物を育み、

豊かな海を作り出す源であることや、海藻類の地球温暖化防止への

寄与についての説明があった。今後、藻場を活用していくにあたっては、

「単体グループで活動するのではなく、様々な団体や個人等が地域ぐるみで、域外の企業や組織とイノ

ベーションを創出することが望まれる」との意見が出された。また、潜水調査では、甲浦湾は「春藻場」

に分類され、温帯・亜熱帯に生息する海藻類が多いと分析された。

②「海藻肥料の効果と地域ブランド化としての可能性」（2/18、講師：新井章五氏、参加者：１８名）

講演会では、海藻肥料の利用により地域ブランドを確立した事例の紹介したり、海藻肥料を使用し

た農作物の生育状況を数値根拠を示して説明したりする等、海藻肥料に対する理解が深まった。潜水

調査では、甲浦湾は海藻類の生育環境としては大変よく、様々な可能性を見いだせることが分かった。

ブルーカーボン生態系が地球温暖化防止につながることを学び、当会のミッションの一つである

「科学的根拠を元にマーケティングを実施し、新たな産業構造を創造する」ことへ一歩前進できた。

環境が悪化していく悪循環から脱却できず、さらに衰退していくという危機感を地域の方々と共有

し、専門家の知見に基づき総合的なブランドを作り出す必要があると感じた。

海藻肥料のみならず、海藻を利活用する様々なビジネスモデル（観光産業や教育ビジネス等）を

構築する事業を興す必要がある。

そのためには、藻場の再生活動が、東洋町の「ミライ」を大きく変える可能性があることを地域住民

に広く伝え、理解者や協力者を増やしていく取組が必要であると考える。

事業内容

結果と分析

今後の取組に向けて

東洋町ブルーカーボン・イノベーション研究会
住所：東洋町甲浦 708-18 連絡先：0887-29-3566 代表者： 福井 宣博

ブルーカーボン地域作り講演事業
………………………………………………………………………………………………………

補助対象事業区分 ： 環境を守り次世代へつないでいくための人材育成と地域づくり

事業概要

事業名

甲浦湾におけるブルーカーボン生態系の可能性と海藻の利活用法を
専門家の意見を参考に探り、地域資源としてどのような可能性があるのかを考える


